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科学技術振興機構（JST） 国際共同研究プロジェクト
（ICORP） 多価冷イオン（1997年1月～2001年12月）
http://www.jst.go.jp/icorp/jpn/past_proj/cold.html

http://www.jst.go.jp/icorp/jpn/past_proj/cold.html


Nico Stolterfoht
“What will you do with this 
Tokyo‐EBIT?”

Shunsuke
“Good people will come.”







“核融合研のような大学共同利用機関
の大事なミッションはよい共同研究を創
りだすこと”

“プラズマ研究所時代のNICE計画（代

表：金子洋三郎先生、岩井鶴二先生）
はそのとても良いお手本”

2011年5月 核融合研でNICE同窓会が
行われました。





“大谷先生と初めてお会いしたのは核融合科学研究所の前身である名古屋大学旧

プラズマ研究所で原子分子データ集作成に参加した時でした。

大谷先生はプラズマ研究所で原子衝突実験をしておられました。その頃(1970年

代)核融合研究の進展に伴い高温プラズマからの不純物によるエネルギー損失が

大問題となり、多価イオンをはじめ多くの原子分子過程に対して信頼できる原子

データが必要とされました。そこに着目し世界に先駆けて原子分子データ収集を、

高柳和夫先生、鈴木洋先生が中心となり、プラズマ研究所の共同研究としてデータ

集を出版されました。日本全国から原子物理学者が集まり、データ収集が行われ

ました。大谷先生はそのデータ集の編集をやっておられました。出版されたデータ

集2巻はfigure captionのみ英語で、本文は日本語で書かれていたのにも拘らず世

界のプラズマ研究者にひろく使われました。これらの原子分子データ関係の共同研

究はプラズマ研究所企画情報センターの仕事として引き継がれ、IPPJ‐AMシリーズ、

後にNIFS‐DATAシリーズを出版することになりました。現在の核融合研究所の原子

分子データベースへの発展にも繋がりました。“

「大谷先生を偲ぶ」 加藤隆子（核融合研名誉教授）
プラズマ・核融合学会誌掲載 追悼文より抜粋





渡邊裕文（中部大学 准教授）

チタン様高Z多価イオンの可視域M1遷移
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Explore UV‐visible emission lines of W highly charged ions for ITER!

Solar corona
Fe XIV M1: 3s23p 2P3/2 – 2P1/2 at 5303 Å

W is a prospective material 
for fusion reactors.

Strong radiation power loss with
W highly charged ions in core
plasmas is a big concern.
The W ion transport in MCPs is a
key issue.

Ground‐term M1 lines fall into 
a UV‐visible range.



Large Helical Device (LHD)

村上泉（代表、核融合研） 科研費基盤A 2011年～2013年
「プラズマ中のタングステンイオン不純物挙動研究への原子過程からのアプローチ」
（分担者） オールジャパン
核融合研：坂上裕之、加藤太治、後藤基志、鈴木千尋
電通大：中村信行、首都大：田沼肇、上智大：小池文博、原研：佐々木明、仲野友英



13A: Atomic and Molecular Process in Plasmas 
Summary in 2006‐2010 

Research activities, exchanges and 
seminars of “Atomic and Molecular 

Process in Plasmas” 
Key persons: Daiji Kato (2007 ~), Nobuyuki Nakamura* (2009 ~),

Takako Kato (~ 2006),  Shunsuke Ohtani* (~ 2008) 

National Institute for Fusion Science, Toki, Gifu 509‐5292, JAPAN 
*Institute for Laser Science, Univ. Electro‐Commun., Chofu, Tokyo 185‐8585, JAPAN 

13CUP summery seminar @ Okinawa











October 21‐25, 2012 
Kyoto, Japan



最後に

大谷先生との出会いは、私の人生において大変大きなものでした。

先ず、妻との出会いは多価冷イオンプロジェクトの仲間が開いてく

れた合コンでした。また、大谷先生に推薦していただいた核融合

研に就職したことで、プラズマやマテリアルサイエンスの研究者と

してのキャリアが大きく広がりました。

そして、何よりも大きいのは、中村信行さんをはじめ、かけがえの

ない研究仲間を得ることができたことです。そして、大谷先生もそ

のことを最も大切に思われていたと確信します。

大谷先生、本当にお世話になりました。そして、本当にありがとう

ございました！
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